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緒　言

　著者 は こ れ ま で 気管支喘息 （以下喘息 ） 患者 に ア レ

i」 デ γ 皮内テ ス トを施行 し， 室内塵 （・・ウ ス ダ ス ト ，

以 FHD ） と Candidu　aibicans （以 下 力 γ ジ ダ）に 即

時型 陽｛生反応 を示 した 例 に 限 定 し て 吸 入 誘 発試験

（bronchia1　provocation 　test，以下 BPT ）を行 い ， カ

ノ ジ ダ で は 遅 発 型 気 砦 支 反 応 （late　 asthmatic

response ，以下 LAR ）が高率 に 出現す る こ とを報告し

て ぎた
］）2）．カ γ ジ ダの BPT が 陽性 の もの を カ ソ ジ ダ

喘息 とす る と，igE 抗体が証明 で きる もの は お よ そ 1／3

の 例 に す ぎず，2／3の 例 で tt　lgE抗体以外 の 機序 で 喘

息が発症 して い る もの と 思われ た
1）．HD の BPT の 結

果は皮膚反応 と同様 で ，
ほ とん ど即時型 気管支反 応

（immlediate　asthmatic 　response ，以下 IAR ） と 2 相

性気管支反応 （dual　asthmatic 　response ， 以下 DAR ）

で 占め られ た
1｝．し か し，カ ン ジ ダ の BPT で は 1AR と

DAR は 明 らか に 少な く，　 LAR が 過 半数 を 占め て い

た
：〕．IAR と DAR が 少 ない 理 由の 1 つ は，可部

3）が指

摘す る よ うに カ γ ジ ダ の 即時型皮内反応に は非特異的

反応 が 多 い た め か も しれ な い ．し か し，LAR が 多 い 原

因 に つ い て は 十分な知見が得られ て い な い よ うに 思 わ

れ る．III型 棚 や IV 型
3ワ レ ル ギ ー

で 発症す る LAR

拿

現 　国 立 療養所西 新潟病院呼 吸 器 科

Abbreviati｛｝ns ：　BPT 　bronchial 　 provocatlon

test；　DAR 　｛lual　asthmatic 　response ；　FEV ，．e

one 　second 　forced　expiratery 　volume ；　HD 　house

dust； 董AR 　immediate 　 asthmatic 　response ； IgE

lmmunoglobulin　E； IgG　immunoglobulin　G；

IgM 　immunoglobulin　 M ； LAR 　】ate 　 asthmatic

response ；　PK 　Prausnitz−Klistner：　RAST

radioallerg   sorbent 　test；　RIST 　radioim ・

munosorbent 　test

がある こ と が報告 され て い る
一一

方で ．IgE 抗体 と LAR

と の 密接 な 関連 も報告 され て い る
“）S ）．カ ソ ジ ダ喘息の

発症機序を知 る上 で 吸入誘発病型 と 1型 お よ び III型

ア レ ル ギ
ー

の 関連を検討 す る こ と は意義があ る こ と と

思われ る．1型 ア レ ル ギー
の 検索に は Prausnitz−Ktist・

ner （以下 PK ）反応 と radieallergosorbent 　test（以下

RAST ）を用い ，　 III型 ア レ ル ギ
ー

の 検索 に は タ ソ ニソ

酸処理感作赤血球凝集反応 （以下凝 集反応） を用 い て

検討 した結果，若 十 の 知 見 が得ら2Zた の で 報告する．

1

t

対象 お よ び 方法

　1．対象 、新潟大 学附属病院第二 内科外来お よ び 白

根健生病院内科外来を 受診 し た喘息患者の うち，HD

の 即時型皮内反応が陽性 で BPT を施 行し た 92名 （男

56名 と女36名 で，年齢 は 12歳 か ら65歳，平均 30．1± 11．6

歳）と，カ ソ ジ ダ の 即時型皮 内反応 が 陽性 で BPT を施

行 した 10◎名（男54名と 女46名で ，年齢は 14歳か ら65歳，

平均35．  士12．e歳）を対象に した ，即時型皮内反応が

陰性 で 遅発型皮 内反応 が陽性 の 例 もあ る と思わ れ る

が， こ の た び は 検討 し なか っ た。

　健康人 が保有す る カ ン ジ ダ に 対 す る 自然抗体に つ い

て，凝集反応法で検討 した ．対象と し た 健康人は
， 新

潟大学附属病皖輸血部 で 扱 っ た健 康供 血 者 と白根健生

病院職員検診 お よ び 白根市住曷検 診 で 健康 と診断 さ れ

た人達で ，男子 263名，女子208名の計471名で ある．年

齢 は ，男子 が 16歳 か ら 90歳 ， 女子が 16歳 か ら88歳で あ っ

た．それぞれ の 年代別 人数 ei　Fig．2お よ び 3 に 示 し

た．

　2、ア レ ル ゲ ン 皮内 テ ス ト ：既報
1）21 と 同様 に 行 っ

た．HD （100 倍液）もカ ン ジ ダ （10000倍液）もと も
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290 カ ノ ジ ダ喘息の 発症 と 1型、田型 ア レ ル ギ ーの 麗連

に 鳥居薬品 製の 皮内 ア ス ト用 エ キ ス を用 い た．15分後

に 膨疹 と発赤の 直径を測定 し、膨疹が9mm 以上 また は

発赤が 20mm 以上を陽性 とした．

　 3．BPT ：Ut報 t〕z〕と同様に 施行し た．入院 し て ，気管

支拡張荊な どの 使用を中ILし た後，無発作 の 日 に 施行

した．判定 は FEVI ．。の 値 が 吸 入 前値 よ り15驚以 上 低 下

した 場合 は 陽 性と し， それが BPT 開始後 玉時間以内

に み られ た 場 合 IAR ，1時間以上経 っ て み られ た 場 合

を LAR と して 記 録 し た．　 IAR が 自然 に また は 治療 に

よ り回 復後 再 び FEV ，、6 が前値の 15％以 上 低下す る 場

合，あ る い は IAR が 回 褒せ ず数時間以 E持続する 場

合をDAR と して 記録 し た，

　 4．RAST ：Phadebas   RAST キ ッ F で 測定 した．

抗 HD 抗体 は Greer 社 と Hollister・Stier　e 製 の HD

抗原 カ ッ プ v ノ グ ペ ーパ ー．一デ ィ ス ク を使用 し，抗ダ ニ

抗 体 は 1）ermatoPliagoides 　PteronJJssinttsと Der．

matoPhago ガdes逸海繊 8 抗 原 カ ッ プ リ ソ グ ペ ーパ ー

デ ィ ス ク を 使 用 し，抗 カ ン ジ ダ 抗 体 は Pharmacia 社

製 の カ ア ジ ダ抗原カ ッ ブ リン グ ベ ーパ ーデ ィ ス ク を用

い て Ml」定 し た，い ずれ も．RAST ス コ ア が 2 以 上 の と

き， RAST 陽性 と判定 した ．

　 5．PK 反 応 ： 当該 ア レ ル tr
’
ン に よ る 皮 内 テ ス トが

陰性 で あ る recipient の 前腕内側皮内に患者血 清を

0、1m ］ずつ 注射し，複数 の PK 　s三te を作 り．24か ら48

時問後 に こ の 部に 当該 ア レ ル ゲ ン の G．02ml を皮内注

射 し，15分後に 膨疹 と発赤 を測定 した ．皮内 テ ス トの

陽性判定基準をみ た せ ぽ．PK 反応陽性 と判定した．

　6．使用菌株 ：Clandi｛血 a ！bicans、4 −1，／1012 （血 清

型は A 　type，以下 カ ン ジ ダ A）を使用 した．本株は 窮

治薬科大学微生物学教室 よ り分与 され た もの で あ る，

　7．抗原の 抽出方医 （Fig．1）：抗原 の 抽出 は Gorin

ら
5
切 方法お よ び篠田 ηの 方法 に 準 じ、Fig．1の よ うに

行 っ た．すなわ ち，サ ブ ロ
ー寒天培地 で 3 ℃，48時間

培養 し た 蕾 を 脱 イ オ ソ 水 に 集め， 3 回 洗浄後，湿菌 の

5倍量 の 脱 イ オ ン 水 を加 え， IGO℃ 1時間加熱し た．菌

体は 13G8Xg で 10分間遠心 し，沈殿 と して 集 め ，得 られ

た 湿菌に 5 倍量の 2％KOH を加 え，100℃ 2 時間加熱

抽出を行 い
、 酢酸で 中和 し，ユ308Xg 　IO分間遠心 後上

清を3  ℃ で 減圧濃縮 し ， 4 倍量 の メ タ ノ
ー

ル を加 え て

一
夜放置した．生 じ た沈殿 を メ タ ノ

ール で 洗浄し，ア

セ ト ン 乾燥を行 い，抗原 を得た ．

　8．使 用 抗 原 の 成 分 ：抗 原 の 化 学 的 成 分 を gas
chromatography で 分析 した 結果 ， 搆成糖 は mannose

と glucose で，含有量 は試料10mg に つ きmannose が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 We 匙 ce115

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 Heated　with 　wa 之er　a：　1GO℃　tOT　l　ho凵 r

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l
　 　 　 　 　 　 　 　 Centri「uged
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −
　 　 　 　 　 　 　 　 Sediment 　　 Supernatan 匿

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8
　 　 　 　 E 澱tracted　@with 　　2％KOH@ 　at　IOO 　　 　for@2　 　

ur 　 　 　 　 　 　 　

　 　 I 　　　　Neu璽rallzed 　 with 　acetio
acid 　 　 　 　 　

　 　 　 　 【 　 　　　　　　　Cent

f 凵 ged 　 　 　 　
　 　 　 　 　 − 　　　　　　　　Supernatant 　

d ［ ment 　 　 　

　 　 　 　 　 　 駈 　　　　　　　　E
pora ± ed 　 　

　 　 　 　 　 　 　 I 　　　　　　Precipit δヒed 　 w
  階 thanQl 　

　 　 　 　 　 　 　 　 l 　　　　　 　　 　

n 竃 【 lfuged
　 　 　 　 　 　 　 　 　− 　 　　　　　 　　 Sedime

　 　 S 叩 er 肥 璽 a 戯

@ 　 　 　 　 　 　 　 　　l 　 　　　　　 Washed 　

匙 h 　 me ヒ hanol
　 　 　 　 　 　　　　　P 　　　　 　 Drie

@with 　 ace 墅  
　 　 　 　 　 　　　　　 … 　　 　　　　 PlysaGch

ide　　a冂虫igen 　Fig ． 工　Extraction　of　polysacc
ride　antigenfrom 　cαn

da　albican∫， 4 、00mg， 　glucose が0 ，55mgで

った．また，　Micro ， Kjeldah 】法に よ り 試 料 10
中 に 1 ．88mg の

白を含 む ことが わかっ た， 　 9 ．感作 赤 血球

集 反応：抗原の
感作
赤 血球 の 作 製 はB   ydenB ｝の方 法 に

っ た．すなわち，抗 原IGOmg を 含む燐酸緩衝食 塩水 （ p

． 2 ，以下 PBS ）10ml にタノ ニン酸処理ヒ

ジ赤血球の 2 ％PBS 浮遊 液を等量加 え，37℃ で1 時間incu
te した ． 872 × g で 10 分間 遠心 し ，得ら

た沈濱 の 感作 赤血 球を 1 ％ウサ ギ血清 加 PBS で 3

洗浄した後1 ％ の 割 合に再浮 遊 し ，それを 抗原感作赤血球 と し

、 測 定 はmicrotitration 法で 行った． microtite

@plate（Cooke 社 製）を使 用し， 被 検 lthl　F ．を

塔E サギ血清 加 PBS を用 いてO ． 025m1 の

ﾘ 希釈系列になるよう にし， そのおのお の に抗原 感 作赤血球  ． 0

ml を 加え， 37 ℃で 2 時間incubate し，

獅 ﾅ10 時 間放 置後 ， 感作赤血球が 凝集を示 した 最

清希釈

数をもって感 作赤血球凝集抗 体価を表し た， 成　績

1．BPT （Table 　 1 ） ： HD の即 時型皮内反応陽性老

2 名 に BPT を 施行したとこ ろ，71 名 （77 ， 2 ％）

陽 性 であ っ た．そのうち ，BPT が 皮膚反 応
と 同 様に即

型 反応（ IAR と DAR ）を示したも の は 69 名で，

膚 と 気 管支の即時型反応一 致率は75 ，0％ で あっ

．一方
，
カ ン ジ ダ の 即 時型 皮内反応 陽 性 者 100 名 に BPT を
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Table　l　Resuks　of　bronchla！provoca ヒion

test （BPT ）with 　Caηdida　albiean ∫

and 　house　dust

月岡
一

活

ip
。，iti，，

犀

…N 。g、，i．，
1Pogitive　BPT

Anli 暮el1ski
旧 est …

…
BPTlARDAR

　1LAR

．一．．．1
H   use 　dus［ 92i21 PP3

⊃ 14 2
： L．一一一■
i
：
22．8％ 75，0％ 22 ％

c加 ゴ∫ゴθ loo … 31 lo2435
α伽 ‘翻 5

； ‘
：

31．O％ 34．o％ 35，0％

IAR ： immediate　as 吐hmatic　response ．　DAR ： dual　as 【h・

matlc 　response ．　LAR ； Late　as ヒhmatic　response ．

Tab ］
’
e　 2　Reiatlonship　between 　pos重tive　imme ．

　 diate　skin 　test　and 　positive　PK 　 response

　　　or　positive　RAST 　with 　house　dus虻

　　　　 and 磁 邦 ゴida　albicans 　antigen

Antige冂
P° si

濫 ，3黥 ，

P°6i併

瓢 ♂ll・、漁 、

llouse
　dusL

33〆44
（75．o％）

41／55
（74．5％）

α 1月｛ガ諏

　 ロ1齔 α榔

15！52　 ψ
（28．8％）

　　6／40
（15．o％）

ρ〈 o．Ol 押くo．001

Tab ［e　3　Results　of 　bronchial　pmvocation
　test（BPT ）wi ヒh　house　dust　and （）and 〜幽

　　　 albicans 　inしhe　patieIユts　with

　　　　　P（＞sitive　PK 　 response

Anti 暮enPositi
τ e

　 PKNegatlve　 BPT

　　　　　　　　　　　　一
　　P   sitive 　BPT

IAR 　 　 DAR 　 　LA 只

Ilouse　dusL

ατ廠 ’砌
　α価 f砌 s

33

15

　　　1Ii3

．0％「
　　　1

　 6，7％

26　　 　 5　 　 　 1
−

　94，0％　　　 3、O％
1　 　　 7　 　　 6
−

　53．3％　 　 　40．0％

した と こ ろ，69名 （69．O％） が 陽性 で あ っ た．そ の う

ち．BPT が皮 膚反応 と 同 様 に 即 時 型 反応 （1AR と

DAR ）を示 した 例 は 34名 （34．0％）で
， 皮膚 と気管支

の 即 時型反応一致率は HD に くらべ 明 ら か に 低か っ

た （Pく O．Gl），

　2．PK 反応 （Table　2，3，4）：HD の PK 反応 は ，皮

内 テ ス トが 陽性 の 92名中44名 に 施行 し，33名（75．0％）

が陽性 で あ っ た （Table　2），カ ン ジ ダの PK 反応は，

皮 内 テ ス ト が 陽 性 の 100名 中52名 に 施 行 し ， 15名

（28．8％）が 陽性 で あ っ た （Table　 2）．カ γ ジ ダの PK

Table　4　Results　of 　bronchial　provocation
test（．BPT ）with 　house　dust　and 　Candida

　　　 aibicans 　in　the　patients　with

　　　　　negativc 　PK 　response

291

　 　　　　 …

・ ・ … en 　iNe多妻
ive

　　　　　　

Negative
　 BPT

　 　Positive　BPT
　 ・．．一．一．　 　　 　　

P− 一　．・．．一．一
星AR 　　DAR 　　LA 鍵

・ … ed … D ・

触臨 i・・

　 763
．6％

　 821
．6％

4　 　　 0　　 　 0

4　　　　 S　　　 I7
　　　　　　　 45 、9％

Table　5　Resu甕ts　 of　bronchlal　provocation
　虻est （BPT ）with 　hOuse　dust　and （landida

　　　 a 〜ゐガα〜’〜5in 　the　patients　with

　　　　　　 pesit…ve 　RAST

觚 9  

】
PositiveRASTNegative

　 BPT

　 　Positive　BPT

IAR 　 　DAR 　 　LAR

House 　dust，　 41
　　　　　　…

（：加 蘿倫

　 召晒fσση s6 　i　　 ．

　 512

．2％
　 oo

　 ％

25　　 　 11　　　 0
−

　87．8％
0　　　 5　　　 1
−

　83、3ヲ6　 　 16．7％

TabIe 　6　Resulしs　of　bronchial　provocat藍on

　test（BPT ）with 　house　dust　 and 　 Candida

　　　 albicans 　in　the 　patients　with

　　　　　　 negative 　RAST

N εgativeNegat 量vePositive
　BPT

AnUgenRASTBPTlAR
　　 DARLAR

House　dust

磁 ηゴ’幽

　β砺 ‘砌 5 ，

14

34

　 642
．9％

　 38
．8％

6　 　　 1

5　　　 8

　 正

7．1％
　 1852
．9％

反応陽性率 は，HD に くらべ 明 ら か に 低 率で あ o た

（P ＜ 0．01）．

　HD で は，　 PK 反応 陽性者33名中32名 （97．0％）が

BPT 陽性 で あ り，カ ソ ジ ダ で は
，
　 PK 反応 陽性者15名

中14名 （93．3％）が BPT 陽性 で あ っ た （Tab王e　3），

　HD で は ，　 PK 反応陰性者 11名中 4 名 （36．4％）が

BPT 陽性 で あ り，
カ ソ ジ ダ で は

，
　 PK 反応陰性者37名

中29名 （78．4％）が BPT 陽性 で あ っ た （Table　 4），

　HD で は
，
　 BPT 陽性者 の PK 反応陽性率は BPT 陰

性者 の それ よ り明 らか に 高か っ たが （p くO．Ol），カ ン

ジ ダ で は，BPT 陽性者 と陰性者 とで PK 反応陽性率 に

有意差 は み られ な か っ た．また ，カ ソ ジ ダ で は，特定

の 吸 λ誘発病型で PK 反応が 明 らか に高率 に 陽性 に な
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2［2 ヵ ン ジ ダ賭息の 発症 と 1型，Ill型 r レ ル ギ
ー

の 閥連

る と い う結果は え られなか っ ナこ．

　3．RAST （Table　2，5，6）： HD の RAST は ，皮 内

テ ス トが陽 性 の 92名中 55名 に 施行 し，41名 （74，5％）

が陽性で あ っ た （Table　21．な お
，
　 HD 　2種 と ダ ニ 2

種 の RAST の うち 1種 が ス コ ア 2以 上 で あれ ぽ，　HD ・

RAST 陽性 と判定 した，カ ン ジ ダ の RAST は
， 皮内 テ

ス ト が 陽性 の 100名中40名 に 施 行 し， 6名 （15．O％）が

陽性 で あ っ た （Table　2）．カ ン ジ ダ の RAST 陽 性率

は，HD に く らべ 明らか に 低 か っ た （p＜  ．0 1）．

　HD で は ，　 RAST 陽 性者 41名 中 36名 （87．8％） が

BPT 陽性 で あ ワ，カ ア ジ ダ で は ．　RAST 陽性者 6 名中

6名 （ユDO％）が BPT 陽性 で あ っ た （Table 　5）．

　HD で は，　 RAST 陰 性 者14名中 8 名 （57．1％）が

BPT 陽性 で あ り，カ ソ ジ ダで は，　RAST 陰性者34名中

31名 （91．2％） が BPT 陽性 で あ っ た （Table　6）．

　HD で は，　 BPT 陽性者 の RAST 陽性率 は BPT 陰

性者 の それ よ り明 らか に 高 か っ た が （p＜ 0．05）、カ ン

ジ ダ で は，BPT 陽性者 と陰性者 とで RAST 陽性率 に

有意差 は み られ な か っ た，
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　4．感作赤血球凝集反応 （Fig．2，
3，Table　7）：自家

製 カ ソ ジ ダ A 抗原を用 い ，健康人4？1名（男子 263名，

女 i−208名）に つ い て ，男女別 に ，ま た 5 歳ご と に ，　 10g

ス ヶ
一ル で ヵ ン ジ ダに 対 す る 自然抗体を検討 し た，抗

体価が陰性 ， 2，4 ，8 ならば，対応する log ス ケ ー
ル は

G．1．2 、3 と 表した ，カ ノ ジ ダ A に 対す る 男イ
．
の 凝

集抗体価 を Fig．2 に 示 す が
，
56歳 以 降 で 抗 体価 は 高く

な り，頚位拒関係数 は r ＝O．56 （p〈0． 1）で あ っ た．

女子の 抗体 klll“1　Fig，3 の ご と くで ．26歳以降加齢とと

も に 漸 増 す る 傾 向 を 示 し，順 位 相 関 係 数 は 一

〇．「

J4 （p ＜ O．OD で あ っ た．男女 とも各年齢区分 の 抗体

価 に っ い て mean ± 2SD を求 め，47名の カ ソ ジ ダ喘息

患考 の うち mean 　t　2SD を越 攴．る抗体価 を もつ も の を

凝 集抗体陽性者 と判定 した．そ の 結果 は Table　7 の 如

くで ，
BPT 陽性者47名中 26名 （55．3％） と BPT 陰性

者17名中 7名（41．2％）が 凝集抗体陽性 で あ っ た，BPT

が陽性 の と ぎ凝集抗体 が 高率 に 陽性 に な る と い う結果

は 得られ な か っ た が ，凝集抗体陽性者 は 陰性者 に くら

べ BPT 陽性率と 廴AR 出現率 が い ず れ も高 い 傾 向 で
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　 HD と カ ソ ジ ダ の 即時型皮内反応陽性 者 に BPT を

行 う と，Table　 lの よ うに な る．　 HD の BPT で は ，

IAR ，　DAR ，　LAR が それぞれ59．8％，15．2％、2、2％の

割 合 で み られ，即時型気管支反応 （IAR と DAR ） は

BPT 陽性例 の 97，2％ を 占め た ．し か し，カ ン ジ ダの 場

合 ，
IAR ，　DARt 　LAR は そ れ ぞ れ 10．0％，24．O％，

35．e％ の 割 合 で み られ，即 時型気管支反応 （IAR と

DAR ）は BPT 陽性倒 の 49．3％を占め た に すぎな か っ

た．カ ン ジ ダ の BPT に お い て ，　 IAR と DAR が 少な

く，
LAR が多 く認 め られ た 事実 の 解明 は，カ ソ ジ ダ喘

息の 発症機序を知る 上 で 有意義と思わ れ る．

　 カ ソ ジ ダ の BPT で IAR と DAR が 低率に しか み ら

れな い 原因の 1 つ は ，カ ソ ジ ダ の 即時型皮内反応 の 多

くが lgE 抗体 に よ らな い 非特異的 な賜性反 応 で あ る

こ と に よ る．HD の 即時型皮内反応が陽性 の と き PK

反応は 75．0％の 例 で陽性 に な る が
，

カ γ ジ ダ の 即時型

293

皮内反培 が 陽性 の とき PK 反応 が 陽控 の 例 は 28．8％ に

す ぎず，HD に くらべ 明 らか に 低率で あ る ψ く O．Ol．

Table　2），即時型皮 内反応陽性 と RAST 陽性 の
・
致

率をみ て も，カ ソ ジ ダ で は HD に くらべ 明 らか に 低率

で あ る （p 〈 O ．OOI，　 Tabie　2）．ま た，カ ン ジ ダ で は ，

RAST と即時型皮内反応 と の
一致率は PK 反応 の そ

才は り低 か っ た．こ れ は，皮内反 応 と PK 反応 に 用 い

た 粗抗原 液は 多糖体 と蛋白の 両成 分を 含む の に く ら

べ YRAS　T の CNBr 処 理 べ 一パ ーデ ィ ス ク は 純 粋 の 多

糖捧分画 を結合 し難 い こ とに よ る と思われ る．IgE 抗

体の 検出 に は RAsT よ ワ も PK 反応 の 方 が 信頼 性 が

高 い こ と か ら，カ ノ ジ ダの 即時型 皮内反応陽性例 の う

ち
’71．2％ は 非 特 異 的 な陽 性 反 応 で あ る と 思 わ れ る

’1　Table　2｝，

　HD に 対 する igE 抗体 は お も に IAR と DAR を発

猛 させ る と考 え ら れ る が、カ γ ジ ダに 対す る 蓋gE 抗体

は HD に くら ぺ IAR や DAR を発症さ せ な い 場 合 が

多 い よ うに 思わ れ る．Tab ｝e　3 樵 PK 反応陽性 者 に

BPT を 施行 した と ぎの 成績 で あ る，HD と カ ン ジ ダ と

も に BPT が きわ め て 高率に 陽性 に な る こ と は ．　PK 反

応で 検出 され た IgE抗体が BPT の い ずれ か の 陽性反

恋と密接 に関連 して い る こ と を 示唆 して い る と思 h れ

る．HD の 場 合 に は ，　 IAR と DAR が BPT 陽性 例 の

97．2％ とい う高率 に 認 め られ た ， し か し ，
カ ン ジ ダ の

場合 に は，IAR と DAR は BPT 陽性 例 の 49、3％ に み

られ る に す ぎず，その 出 現率 は HD に く らべ て 明 ら か

に低率で あ っ た （p ＜0．Ol）．こ れ に反し，カ ソ ジ ダ で

は 1AR が 高率 に 出現す る．　 RAST の ペ ーパ ーデ ィ ス

ク に カ ッ プ リ γ グ され る カ γ ジ ダ抗原 に は な お 制約が

あ る が，RAST 陽 性 者 に 施 行 し た BPT の 成 績 を

Table　5 に 示す．カ ン ジ ダ で は 全例が 8PT 陽性 に な

り，LAR もみ られ て い る．Table　 3．5 の 結果 か ら，　HD

と カ ソ ジ ダ と もに IgE抗体 が 証 明 され る LAR の 中 に

は lgE 抗体 に よ り惹起され る LAR があ る よ う に 思 わ

れ，カ γ ジ ダで は HD よ り高率 に み ら れ る よ うに 思 わ

れ た．IgE抗体 に よ り LAR が 出現す る こ とは 中沢 ら
4 ）

に よ っ て も強 く示 唆されて い る．

　 と こ ろ で，PK 反応陰娃 考 や RAST 陰性 者 に BPT

を施 行 した結果 が Table　4， 6で あ る，　 PK 反応 や

RAST が 陽性 の と きに くらべ ，カ ソ ジ ダ で は LAR の

出境率が高い ．IgE抗体が証明 されな い LAR の 場 合

に は ， カ ン ジ ダ に対す る III型あ る い は IV型 ア レ ル ギ ー

で 発症 して い る もの が 含まれ て い る可能性 が あ る．そ

こ で
， 凝集反応法を用 い て 血 清学的 1： III型 ア レ ル ギー
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294 カ ア ジ ダ鴾 息 の 発症 と 1型，田型 ア レ ノL・ギ ー
の 闘連

の 関与 を検 討 した ．凝集反応法 に よ り IgM と IgG抗

体が検出で ぎる が，こ れらは HI型 ア レ ル ギ ー
反応 を惹

起す る抗体 で あ る た め ，本法 は 田 型 ア レ ル ギ ー
を横索

す る 1 つ の 方法 と して 知 られ て い る
9
’
1

．しか し，使用 さ

れ る抗原の 血清学的特異性は 十 分に 検討 されなけれぽ

ならな い ，HasencleverらLD臆 ，カ γ ジ タ
「
の 抗原構造を

分析 し た結果 ， 本菌 が 血 清学的 に A 　Lype と Btype に

分か れ る こ と をみ つ け，以来本菌を 血清学的に 2 分す

る こ とは 疫学的 に も病理学的に も有意義で あ る と考 え

られ て い る
m
．皮内 テ ス ト と BPT に 用 い た 鳥居薬品

製 の 抗原 が カ ン ジ ダ A （血 清型 が Atype ）な の で ，凝

集反応 に も同 じ血 清型 の カ ア ン ダ A 抗原を用 い た．

BPT に は 馥数の Lot．の カ ン
’
ジ ダ A 抗原を用 い た が，

そ の 1 つ （Lot．　No 、3750）の 抗原成分を gas　chrolnato −

graphy に よ り分析す る と、試零斗IOmg 中 ｝こ mannose

4．12mg，　glucc〕se　i．88　mg ，蛋自1．OOmg を 含 ん で い た、

凝集反応法に用 い た カ ソ ジ ダ A 抗原 は
， 試料 1  mg 中

に mannose 　4，｛〕Onlg，　9】ucoge 　e．55m9，　蛋白1．88m9

（Mlcro−Kleldah1蔽 に よ る ） を 含 ん で い た，い ずれ も

mannose を主体とす る 粗抗原 で あ る．カ ソ ジ ダ の 主要

な抗原成分は多糖体成分と蛋白成分であ り，前者は と

く に 細 胞 壁 の mannan で あ る こ と が 知 ら れ て い

る 7≧12｝13｝．凝集抗体価 が 健康人 の 抗体価 の mean 十 2SD

を 越 え る と きを 陽性 と判定す る と 〔Fig．2，3）．カ ソ ジ

ダ喘息で は 凝集抗体陽性者 は 陰性者に く ら べ BPT 陽

性率 と LAR の 出現 率 が い ず れ も高 い 傾 向 に あ る

（Tab ］e　7），そ こ で ，　Tab ］e 　7 の BPT 陽性 者47名 の う

ち PK 反応か RAST を 施行 した 42名に つ い て 成績を

ま とめ た の が Table　 8 で あ る．鳥居薬品製 の 皮内 テ ス

ト用 ・L キ ス を用 い た PK 反 応 に よ り検出 され た lgE

抗体と，外国製ア レ ル ゲ ン を 用 い た RAST 法 に よ り検

出 され た lgE抗体 と は ほ ぼ同 じ効力がある と思われ

る
2｝、こ こ で 検討し た 42名の カ ソ ジ ダ喘息患者は 4 つ

の グ ル
ープ に 分 ける こ とが で きる．LAR2  名の 発症機

序 に つ い て et　lgE抗体 に よ る と 思 わ れ る もの は 2 名，

IO％ で （group 　1），凝 集抗体の み が証明され る もの は

11名，55％ で （group 　III），
　 IgE抗体 も凝集抗体 も証明

されな い もの は 7 名，35％で ある（group　lV）．　 IgE抗

体 が 証 明 さ れ な い LAR は 18名 あ るが （group 　III，　IV），

こ の うちの 11名 （66．1％） は 凝集抗体 が 陽性 で あ る．

　 7 名の 夏AR に つ い て は，　lgE抗体に よ る と思 わ れ る

もの が 2名，28．6％ で （group 　1，　11），そ の ほ か の 例 の

発症機序に っ い て は 説明が 困難 で あ る．

　 15名の DAR に つ い て は ，　 IgE抗体 に よ る と思 わ れ

る もの が 5 名，333 ％で （暮r ・up 　1）、　 lgE 抗体 単独か 凝

集抗体をあわ せ もつ もの が 2名．13．3％に み られ る が

くgroL；p　II．），残 る 9 名 lgroup 　IH、　IV ） の 発症機序に

つ い て は 説明 が 困難 で あ る．

　今［g｝の カ ン ジ ダ A 抗原を用 い た 凝 集反応法 の 結巣

は 同 じ カ γ ジ ダ A 抗原 と鳥居薬品製 の カ ノ ジ ダ A 抗

原の 2種 の 抗凍 を 用 い た 寒天 ゲ ル 内沈降反応 （．Ouch．

ter］ony 法，前考の 抗原 で健康人12 名 に ，後者 の 抗原

で 健康入267名 に 施 行）の 結果 と よ く
一

致 し （ρ＜

0．C，D ，い ず れ の 抗原 に つ い て も沈降反応陽性者の 凝集

抗 体価 は 陰性 者 の 銃 体価 よ り 有 意 に 高 値 で あ っ た

くρくO．Ol）．カ ゾ ン ダ に 対する沈降反応は 肺 結核患老

で 高率 に 陽性 に な る こ と が 知 られ て お り
［4 ），喘息患者

で 得 られた 成績を評価す る とき疾憲に 対す る 特異性 の

点て
’
問題 が あ っ た．そ こ で ，カ γ ジ ダ 喘息患者47名 の

ほ か に 肺結核患者51名 に も凝 集反応 を 施行し，健康人

の 抗体晒 の mean ＋ 2SD を越え る陽性者を 比較 した．

その 結果，カ ア ジ ダ喘息患者 は 26名が 陽憧 で ，肺結核

患老 は 16名 が 陽性 で あ り，鐘者 の 陽性率 は 前者 に くら

べ 明 ら か に 低率で あ っ た （p〈 0．05）． カ ソ ジ ダ喘息 に

お け る lll型 ア レ ル ギ ーの 関与
・を 血済学的 に 検討する 場

合，凝集反応 法 は 沈降反応法 よ り も適 して い る と思 わ

れ る．もち ろ ん 凝集抗体 が カ ン ジ ダ 喘息を直接発症 さ

せ る抗体で は な い が，深在牲 力 γ ジ ダ 症患者 と 同程度

か 更に 上 回 る
：Sjea

どに 高い ｝疑集抗体価 の 序在 は
， 同 じ

IgM ，　IgG に 属す る 何 らか の 抗体が カ ア ジ ダ に よ る III

型 ア レ ル ギ ー
反応 を 惹起 し，過敏な 気道 を もつ 喘息患

者 に発作を発症させ て い る こ とを示唆 して い る よ うに

思わ れ る ．

結　 語

　 カ ソ ジ ダ の BPT に お い て ，
　 IAR と DAR が少な く

LAR が多 い こ との 原因 と，吸入誘発病型 と 1型 お よ び

IIL型 ア レ ル ギ ーと の 関連に つ い て 検討 した，そ の 結果

IAR と DAR が少な い 原因 と して ，カ ソ ジ ダ の 即 時型

皮内反応が非特異的な陽性反応を高率 に 含 ん で い る こ

と，お よ び カ ン ジ ダ に 対す る IgE抗体が HD に くらべ

IAR と DAR を惹起 し に くい こ と が考えられた．また ，

LAR が 多 い こ との 原 因 と し て，カ ソ ジ ダ に 対す る IgE

抗体が HI〕 に くらべ LAR を惹起 しやす い こ と，お よ

び H【型ア レ ル ギー
で 発症する と思わ れ る LAR が含 ま

れ て い る こ とが考 えられ た．
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　稿 を 終 わ る に 臨 み ．終 始 御懇篤 な る 御 指導 をい た だ き ま

した 木下 康毘名誉教授，荒川 正昭教授，近藤有好国立 療養所

西髮潟病院副院長に 深謝 し ます．直接御指導い た だ い た 庭

山 昌優講師，抗原分折 を し て 下 さ っ た 新潟 大学 歯学 部 口 腔

細菌学教室隻藤尚美博士 ，統棄処 理 を 御指導下 さ っ た新潟

大学保健管理 セ γ タ
ー
伊東義

．
教授，武 田 薬 品 工 業株式会

社 鐸夏健次氏，御協力 い た だ きま し た 第二 内科 呼 吸 器 班 各

位 と白根健生病院広野茂駐 長，終始御鞭撻 い た だ きま した

国立療養所西 新潟病院院長橋本　正 博士 に 心 か ら感謝 しま

す．

　本論文の 要旨は 第18回 目本 膾 部 疾 患 学 会 総 会，第27回 日

本 ア V ル ギ
ー
学会総会に お い て 報告 した ．
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3.

STU/DIES ON  THE  MECHANISM  DEVELOPING  BRONCHIAL

         ASTI,{MA  DUE  TO  CA,mpJDA  ALBICAAJS

 Relationship between  Types of  Response after  Inhalution challenge

     with  Cnnditin albicans  nnd  Type 1, Type  III AIIerg],

                        Kazuhan:･ Tsukioka

The Second Departmgnt oj'Inte"iai 5fiTdirine, Niigeta Unit'ersitJv Scitoolof'Medicine

   IR order  to el･ucidate  the relationship  between  types ot' respanse  after  inhalation challenge  with  Candido albt'Fans

{Candido] and  type I, type  IIl allerg}',  1OO asth  rnatic  patients over  14 year  old  we  re studied,

   Type I allergy was  detected by  Prausnitz-KUstner (PK} reactlon  and  radioallergesorbent  te$t {RAST], and  type  Hi

allerg}, was  detected by passiye hemagglutination reac.Uon.

   Alt patients showed  posltii.e skin  reactien  (immediate type)  and  69 patients  (69,O%> sho"'ed  posit{ve brenchlal

provocation test (BPT) svith  Canditta. Sixt},-nine patients of  po:sitive BPT  vL'ere  consisted  o"+ 10 immediate asthmatic

response  QAR) (1O.O%}, 24 dual a$thmatic  response  {DARH24,eVo}, and  35 late asthmatic  Tespanse  (LAR) (35,O%).

   The mos.t  of  positive  intradermal reactlon  with  Candt'tla {71,2%} ",as  tion-specift'c  one.  that might  cause  low in-

cidencesoflARaridDAR,

   It was  thought  that IgE antibody  against  Cai!dide elicited  not  only  IAR ancl DAR  but a]so  LAR.  IgE antibody

against  Cattdida could  not  be detected in 61.1%  of  I.AR-po's.'iti'v'e patie"ts, that sho"'ed  highly significant  increase of

antibodyagainstCandidudetectedbypassisrehemagglutinationreaction.
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